
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面

０
４
１
５
０
８

井

口

藤

藤

藤

�

●
交
通
科
学
博
物
館
・
大
阪
環

状
線
開
業

周
年
記
念

ぐ
る

っ
と
ま
わ
っ
て

年

明
治

期
に
作
ら
れ
た
私
鉄
な
ど
各
路

線
が
、
新
線
も
併あ

わ

せ
て
次
第
に

環
状
に
な
っ
て
い
く
様
子
や
開

業
ま
で
の
経
緯
、
各
駅
の
生
い

立
ち
な
ど
を
写
真
や
映
像
で
紹

介
。運
転
台
か
ら
の
３

映
像
、

鉄
道
模
型
ジ
オ
ラ
マ
、
弁
天
町

駅
で
の
開
通
式

写
真

の
写

真
も
。
五
月
二
十
九
日
ま
で
開

催
中

十

十
七
時
入
館
、
月

曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌

火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振

替
休
な
し
）
。
高
校
生
以
上
四

百
円
、
四
歳

中
学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五

八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

同
フ
ィ
ル
金

管
楽
器
奏
者
に
よ
る
珠
玉
の
一

夜
。
首
席
指
揮
者
藤
岡
幸さ

ち

夫お

写
真

が
お
話
。
演
奏
曲
目
は

川
上
肇

ヤ
ン
・
ク
ー
ツ

ィ
ー
ル

小
組
曲

フ
ラ
ン
ツ

・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

六
つ
の
四

重
奏
曲
よ
り

ダ
ニ
エ
ル
・
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー

３
つ
の
ア
メ
リ

カ
ン
ダ
ン
ス

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
（
川
上
肇は

じ

編め

曲
）

バ
レ

エ
音
楽

く
る
み
割
り
人
形

ハ
イ
ラ
イ
ト
。
五
月
十
二
日

（
木
）
十
九
時
か
ら
ザ
・
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル（
梅
田
新
道
）

で
。一
般
三
千
円
、学
生
千
五
百

円
。
六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

子
ど
も
読
書

の
日
記
念
事
業

春
の
子
ど
も

会

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
。無
料
。

四
月
二
十
三
日
（
土
）
十
一

十
二
時
に
港
区
民
セ
ン
タ
ー
二

階
で

こ
ど
も
の
ほ
ん
だ
な

２
０
１
１

無
料
配
布

お
薦す

す

め
の
新
刊
児
童
書
を
紹
介
す
る

冊
子
。
本
を
選
ぶ
際
の
手
引
き

に
。
四
月
二
十
三
日
か
ら
先
着

順

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し

み
会

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
を

対
象
に
毎
月
第
一
金
曜
十
一
時

か
ら

お
た
の
し
み
会

幼
児

を
対
象
に
毎
週
水
曜
十
五
時
半

か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
・
手
遊
び
・
わ
ら
べ
う
た

の
紹
介
な
ど
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西
を

中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若
手

芸
人
に
よ
る
定
例
地
域
寄
席
。

百
九
十
七
回
目
。
落
語
、
講
談
、

漫
才
な
ど
毎
回
多
彩
な
出
し

物
。
出
演
は
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う（
徳

島
出
身
の
落
語
家
）、
旭
堂
南な

ん

鱗り
ん（
大
阪
出
身
の
講
談
師
）を
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
、今
回
は
桂
文
昇
、

森
乃
福
郎
も
。
四
月
二
十
七
日

（
水
）
十
九
時

二
十
時
半
。

入
場
無
料
。当
日
先
着
百
二
十

名
。
六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶
。
毎
月
様
々
な
企
画
。

林
光
の
音
楽
と
人
形
劇
団
ク
ラ

ル
テ
に
よ
る

セ
チ
ュ
ア
ン
の

善
人

（
ブ
レ
ヒ
ト
原
作
）

四
月
二
十
三
日
（
土
）
十
四
時

と
十
八
時
半
の
二
回
、
大
阪
市

立
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
（
地

下
鉄
西
長
堀
駅
）
で
。
当
日
四

千
円
、
前
売
三
千
五
百
円
（
大

人
・
子
供
共
）
。
五
歳
未
満
入

場
不
可

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

様
々
な
楽
器
や
歌
の
組
み
合

わ
せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
演
奏
。

毎
月
第
一
金
曜
十
九
時
か
ら

（
五
月
は
六
日
）
。
一
飲
物
付

二
千
円
、
要
予
約

ザ
・
フ
ェ

イ
ズ
の
う
た
★
カ
フ
ェ

若
手

テ
ノ
ー
ル
デ
ュ
オ
が
日
本
の
歌

な
ど
。
五
月
十
三
日
（
金
）
十

九
時
か
ら
。一
飲
物
付
二
千
円
、

要
予
約

天
王
寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、
地
下
鉄
谷
町
九

丁
目
駅

出
口
、

六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

港
近

隣
寄
席

四
月
二
十
八
日（
木
）

十
四

十
六
時
。
出
演
は
桂
鯛た

い

蔵ぞ
う（
二
席
）、
笑
福
亭
松し

ょ

五う
ご

。
定

員
五
十
名（
当
日
先
着
順
）。
協

力
金
五
百
円
（
前
売
四
百
五
十

円
）
懐
か
し
の
名
画
大
会
水

戸
黄
門

松
田
定
次
監
督
。

出
演
は
月
形
龍り

ゅ

之う

介
、
丘
さ
と

み
、片
岡
千
恵
蔵
他
。一
九
六
〇

年
作
品
。
五
月
十
三
日（
金
）十

四
時
。
協
力
金
百
円

同
セ
ン

タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇

（
入
舟
公
園
隣
）。

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

追
悼
特

集
・
女
優

高
峰
秀
子

昨

年
十
二
月
に
亡
く
な
っ
た
名
女

優
を
偲
び
、
代
表
作
三
十
四
本

を
一
挙
上
映
。
五
月
六
日
ま
で

上
映
中
。
四
月
十
六
日
以
降
の

上
映
作
品
は

新
平へ

い

家け

物
語

義よ
し

仲な
か

を
め
ぐ
る
三
人
の
女

さ

細さ
め

雪ゆ
き

カ
ル
メ
ン
故こ

き

郷ょ
う

に
帰
る

雁が
ん

写
真

浮
雲

流
れ

る

無
法
松
の
一
生

笛
吹

川

永
遠
の
人

名
も
な
く
貧

し
く
美
し
く

山さ
ん

河が

あ
り

放

浪
記

乱
れ
る

華
岡
青せ

い

洲し
ゅ

のう

妻

恍こ
う

惚こ
つ

の
人

衝
動
殺
人

息
子
よ

昨
日
消
え
た
男

春

の
戯た

わ

れむ

朝
の
波
紋

妻
の

心

女
が
階
段
を
上
る
時

娘

妻

母

女
の
歴
史

ひ

き
逃
げ
。
当
日
一
般
千
四
百

円
。
詳
細
は
同
館
（
地
下
鉄
九

条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）
へ
。

●
市
岡
＠
ほ
ー
む
寄
席

地
元

住
民
が
運
営
す
る
新
た
な
地
域

寄
席
。
吉
本
興
行
に
よ
る
大
阪

活
性
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
。
入
場

無
料
。
第
四
回
が
四
月
十
七
日

（
日
）十
四
時
か
ら
田
中
機
械
ホ

ー
ル（
南
市
岡
三

六

二
六
）

で
。
出
演
予
定
は
桂
文ぶ

ん

三ざ

、
林

家
笑え

み

丸ま
る

、
桂
さ
ろ
め
、
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
他
。

六
五
八
三

〇
三
二
六
近
藤
（
ひ
ら
の
や
）
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

行
商
美
術

四
月
十
四
日

五

月
一
日
（
四
月
二
十
、
二
十
七

日
休
）

梅
田
幸
二
陶
芸
展

鍛か

冶じ

屋
の
窯か

ま

五
月
二
十
六

日

六
月
五
日（
六
月
一
日
休
）

い
ず
れ
も
十
一

十
九
時
開

館
（
最
終
日
十
七
時
ま
で
）
。

入
場
無
料
。港
区
役
所
向
か
い
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。
簡
単
な
直
し

で
も
お
気
軽
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ

●
放
課
後
・
夏
冬
春
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
三
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

追
悼
特

集
女
優
高
峰
秀
子

（
上
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

緒

方
さ
ん
の
失
敗

（
７
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
ザ
フ
ェ
イ
ズ

の
う
た
★
カ
フ
ェ

（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

（
前
号
ま
で

昭
和
十
九
年
九

月
に
高
知
県
の
陸
軍
部
隊
へ
入

隊
し
た
私
は
翌
年
二
月
、
中
国

南
部
の
福
建
省
に
到
着
。
八は

ち

路ろ

軍
と
の
戦
闘
で
は
上
司
や
戦
友

の
犠
牲
が
続
き
、
敵
兵
の
処
刑

も
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
満

州
へ
の
行
軍
は
苛
酷
を
極
め
、

脱
落
や
戦
死
が
相
次
い
だ

）

◆
敗
戦
で
武
装
解
除

激
し
い
戦
闘
を
挟
み
な
が
ら

北
へ
の
行
軍
は
続
き
、
や
が
て

上
海
を
過
ぎ
、
江こ

う

蘇そ

省
のし

錫ゅ
く

山ざ
ん

と
い
う
所
に
駐
屯と

ん

し
て
い
た
八

月
半
ば
、
日
本
の
敗
戦
が
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。
高
知
県
朝
倉
を

出
発
し
た
時
に
数
百
人
い
た
兵

隊
は
半
分
以
下
の
二
百
人
ほ
ど

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

直
ち
に
八
路
軍
に
武
装
解
除

さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
写
真
を
撮

ら
れ
て
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
一
食
が
飯は

ん

盒ご
う

の
蓋ふ

た

に
一

杯
の
重お

も

湯ゆ

と
い
う
粗そ

末ま
つ

な
食
事

で
、
糧り

ょ

秣う
ま

運つ

び
な
ど
の
労
働
を

課
さ
れ
ま
し
た
が
、
作
業
時
間

は
短
く
、
暴
力
を
振
る
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
祖
国
の
光
景
に
驚
き

半
年
後
の
昭
和
二
十
一
年
二

月
、
帰
国
が
決
ま
り
、
上
陸
用

舟し
ゅ

艇う
て

にい

分
乗
し
て
日
本
へ
向
か

い
ま
し
た
。
途
中
の
海
上
で
機

雷
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
処
理
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

佐
世
保
港
に
着
く
と
、
国
防

婦
人
会
の
女
性
た
ち
が

ご
苦

労
様
で
し
た

と
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
が
、
差
し
出
さ
れ
た

お
茶
を
感
激
し
て
飲
ん
で
い
る

と
、

二
十
円

と
要
求
さ
れ

た
の
に
は
面め

ん

食
ら
い
ま
し
た
。

町
で
は
女
性
た
ち
が
米
兵
と
手

や
肩
を
組
ん
で
歩
く
姿
に

一

体
ど
う
な
っ
て
る
ん
や
！

と

目
を
丸
く
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
懐
か
し
い
高
知
の

生
家
に
帰
り
着
い
た
わ
け
で
す

が
、
幸
い
親
族
に
戦
争
の
犠
牲

者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
つ

下
の
長
弟
は
、
海
軍
飛
行
予
科

練
習
生
（
予
科
練
）
と
し
て
茨

城
県
霞か

す

ヶみ

浦
で
の
厳
し
い
訓
練

を
経
て
飛
行
科
下
士
官
と
な

り
、
神か

み

風か
ぜ

特
別
攻
撃
隊
の
出
撃

を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
寸
前

に
終
戦
と
な
り
、
命
拾
い
し
て

帰
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。

◆
寒
気
と
高
熱
が
１
年
も

昭
和
二
十
五
年
に
結
婚
し
ま

し
た
。
妻
は
私
と
同
郷
で
、
伯お

父じ

が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
年
の
夏
、
私
は
マ
ラ
リ

ア
を
発
病
し
ま
し
た
。
戦
中
に

中
国
の
山
中
で
蚊
に
刺
さ
れ
て

感
染
し
、
潜
伏
期
間
を
置
い
て

表
わ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
布ふ

団と
ん

を
何
枚
か
ぶ
っ
て
も
耐
え
ら
れ

な
い
寒さ

む

気け

と
四
十
度
を
超
え
る

高
熱
、
物
凄す

ご

い
体
の
震
え
が
数

日
間
続
き
、
そ
れ
が
数
日
置
い

て
ま
た
起
こ
り
、
そ
の
繰
り
返

し
が
一
年
続
き
ま
し
た
。
帰
国

時
に
軍
医
か
ら
も
ら
っ
て
い
た

特
効
薬
キ
ニ
ー
ネ
も
効
か
ず
、

文
字
通
り
生
死
の
境
を
彷
徨

さ
ま
よ

い

ま
し
た
が
、
妻
の
献
身
的
な
看

護
や
、
親
戚
の
医
師
か
ら
処
方

さ
れ
た
薬
で
、
何
と
か
一
命
を

取
り
留
め
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
大
阪
へ
出

て
西
淀
川
区
の
酒さ

か

問
屋
の
店
員

と
し
て
十
数
年
働
い
た
後
、
酒

販
業
の
免
許
を
得
て
港
区
で
酒

店
を
開
業
、
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
子
供
が
三
人
、
孫

が
二
人
い
ま
す
。

◆
二
度
と
戦
争
い
け
な
い

お
話
し
た
よ
う
に
、
戦
争
は

敵
も
味
方
も
、
兵
隊
も
一
般
人

も
、ま
た
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、

そ
れ
は
悲
惨
な
も
の
で
す
。

今
、
若
い
人
た
ち
が
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
姿
を
見

る
と
、
平
和
の
有
り
難
さ
を
つ

く
づ
く
感
じ
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
よ

う
な
悲
惨
な
事
件
が
次
か
ら
次

へ
と
起
こ
る
今
の
世
の
中
に
は

不
安
を
覚
え
ま
す
。

最
後
の
戦
争
世
代
で
あ
る
私

た
ち
が
こ
う
し
て
体
験
を
語
り

継
ぐ
と
共
に
、
若
い
人
た
ち
が

も
っ
と
し
っ
か
り
し
て
、
二
度

と
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の
中

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。（
終
わ
り
）

下

く
ぼ

た

い
ず
み

）（
弁
天

）

く
ぼ

た

い
ず
み

）（
弁
天

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人
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